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（参考） 

 

令和２年国勢調査の概要 

 

調査の目的 

  国勢調査は、我が国の人口、世帯、産業構造等の実態を明らかにし、国及び地方

公共団体における各種行政施策の基礎資料を得ることを目的として行われる国の最

も基本的な統計調査である。調査は大正９年以来ほぼ５年ごとに行われており、令

和２年国勢調査はその 21 回目に当たり、実施 100 年の節目となる調査である。 

 

調査の概要 

○調査期日 令和２年 10月１日（木） 午前零時現在 

○調査対象 令和２年 10月１日現在、我が国に常住する全ての人 

     ※ただし、外国政府の外交使節団・領事機関の構成員等及び外国軍隊 

       の軍人・軍属並びにこれらの家族を除く         

〇調査項目 男女の別、出生の年月など世帯員に関する事項を 15 項目、世帯の種 

類、世帯員の数など世帯に関する事項を４項目、計 19 項目 

 

○調査の流れ 

 

 

 

 

 

不詳補完値について 

 

 総務省統計局では、令和２年国勢調査の集計に当たり、結果利用者の利便性向上を

図るため、主な項目の集計結果（原数値）に含まれる「不詳」をあん分等によって補完

した「不詳補完値」を算出し、これを表章した統計表を参考表として提供している。ま

た、５年前との比較を可能とするため、平成 27 年国勢調査を同様の方法で遡及集計し

た結果（不詳補完値）を提供している。 

 本冊子においては、特に注記のない限り、不詳補完値により算出している。 

 

不詳補完結果（参考表）の詳細については、以下の URL を参照されたい。

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&lid=000001283576  

 

 


